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全
国
商
工
会
女
性
部
連
合
会
（
全
女
性
連
）

は
、
商
工
会
女
性
部
組
織
化
四
〇
周
年
を
迎

え
た
平
成
十
八
年
度
に
、
商
工
会
女
性
部
が

豊
か
な
地
域
づ
く
り
の
先
駆
者
的
役
割
を
果

た
す
こ
と
を
目
的
に
「
商
工
会
女
性
部
地
域

問
題
調
査
研
究
委
員
会
」
を
新
た
に
立
ち
上

げ
、
地
域
問
題
調
査
研
究
事
業
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

女
性
部
員
の
経
験
生
か
し
、

子
育
て
支
援

全
女
性
連
で
は
、
地
域
の
商
工
業
者
が
抱

え
る
課
題
の
一
つ
で
あ
る
「
後
継
者
難
」

「
会
員
減
少
」
へ
の
対
策
と
し
て
、
平
成
十

四
年
に「
女
性
の
創
業
等
支
援
助
成
金
事
業
」

を
立
ち
上
げ
、
女
性
に
よ
る
創
業
や
経
営
革

新
と
い
っ
た
新
た
な
事
業
活
動
を
支
援
し
て

き
て
い
ま
す
。

十
八
年
度
、
地
域
活
性
化
へ
の
新
た
な
切

り
口
と
し
て
注
目
し
た
の
が
「
少
子
高
齢
社

会
」
に
対
応
し
た
事
業
で
あ
り
、
特
に
社
会

的
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
少
子
化
問
題
」
で

す
。
少
子
化
進
展
の
背
景
に
は
複
雑
に
絡
み

合
っ
た
諸
問
題
が
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
中

で
も
「
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
」
の
難
し
さ

は
近
年
急
速
に
認
知
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

女
性
部
員
の
多
く
は
働
き
な
が
ら
子
育
て
を

し
て
き
た
第
一
人
者
で
も
あ
り
「
仕
事
と
子

育
て
を
両
立
さ
せ
る
環
境
に
つ
い
て
の
研

究
」
は
、
女
性
部
と
し
て
は
そ
の
経
験
を
活

か
し
た
具
体
的
な
対
応
策
を
提
案
す
べ
き
問

題
と
言
え
ま
す
。

委
員
会
で
は
、
十
八
年
度
の
調
査
研
究
の

テ
ー
マ
を
「
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
目
指

し
た
地
域
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
〜
身
近
な

子
育
て
支
援
策
の
研
究
〜
」
に
設
定
し
、
実

態
把
握
の
た
め
に
全
国
二
三
一
三
商
工
会
女

性
部
を
対
象
と
し
た
「
子
育
て
支
援
ア
ン
ケ

ー
ト
」
の
実
施
・
分
析
を
行
い
ま
し
た
。
ア

ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
地
域
や
都
市
規
模
に
関
係

な
く
子
供
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
な
る

一
方
で
、
多
く
の
商
工
会
で
は
「
何
か
を
し

な
け
れ
ば
」
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
こ
と
も

わ
か
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
、
十
九
年
度

全
女
性
連
事
業
と
し
て
、
豊
か
な
地
域
づ
く

り
の
推
進
や
少
子
化
社
会
へ
の
対
応
を
目
指

し
、
子
育
て
支
援
へ
の
取
り
組
み
事
業
に
対

し
て
全
女
性
連
が
支
援
・
助
成
を
行
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

事
業
の
予
算
と
し
て
は
、
商
工
会
女
性
部

組
織
化
四
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て

実
施
し
た
全
国
一
五
万
部
員
の
気
持
ち
の
込

め
ら
れ
た
「
一
〇
〇
円
玉
募
金
」
の
一
部
を

充
当
し
ま
し
た
。

初
年
度
は
、
二
件
の
子
育
て

支
援
事
業
に
助
成
金

十
九
年
五
月
か
ら
六
月
に
事
業
の
募
集
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
六
件
の
申
請
が
あ
り
ま
し

た
。
事
業
の
申
請
に
あ
た
っ
て

は
、
商
工
会
女
性
部
が
実
施
す

る
事
業
で
あ
り
、
子
ど
も
ま
た

は
子
育
て
中
の
親
等
を
対
象
と

し
た
取
り
組
み
に
対
し
、
必
ず

女
性
部
員
が
事
業
に
参
加
し
て

中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

事
業
で
あ
る
こ
と
を
条
件
と
し

ま
し
た
。
女
性
部
員
数
の
少
な

い
商
工
会
女
性
部
か
ら
の
申
請

も
あ
り
、
地
域
に
お
け
る
や
る

気
や
熱
意
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
七
月
二

十
三
日
に
商
工
会
女
性
部
子
育

て
支
援
モ
デ
ル
事
業
審
査
委
員

会
を
開
催
、
そ
の
結
果
、
新
城

市
商
工
会
女
性
部
（
愛
知
県
）

の
『
食
育
ア
ー
ト
事
業
』、
四

万
十
市
西
土
佐
商
工
会
女
性
部
（
高
知
県
）

の
『
子
育
て
マ
マ
応
援
団
事
業
』
を
十
九
年

度
の
助
成
対
象
先
に
決
定
し
ま
し
た
。

商
工
会
女
性
部
が
子
育
て
支
援
事
業
に
取

り
組
む
こ
と
は
、
多
く
の
生
活
者
へ
の
価
値

提
供
に
つ
な
が
り
ま
す
。
子
育
て
と
い
う
テ

ー
マ
は
言
い
換
え
れ
ば
「
親
育
て
」「
地
域

育
て
」
に
ほ
か
な
ら
ず
、
現
代
社
会
が
抱
え

る
問
題
の
根
底
に
存
在
す
る
問
題
に
対
し
、

具
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
、
地
域
活

性
化
や
地
域
再
生
に
対
し
て
大
き
な
意
義
が

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

全
女
性
連
が
子
育
て
支
援
で
地
域
づ
く
り

〈平成19年度の助成対象事業〉

実施商工会 
女　性　部 
 

新城市商工会女性部 
 

四万十市西土佐商工会女性部 
 

事　業　名 
 

食育アート事業 
 

子育てママ応援団事業（仮称） 
 

主な対象者 
 

事 業 概 要  
 

女 性 部 の  
役　　　割 
 

新城市内の幼・保育園児、小学
生の親子、市内福祉大学生 
 

０～18歳（高校生）までの子
を持つ西土佐地域在住（就業）
の親 

自分たちの毎日食べているお米
を通し、田植えから稲刈りまで
親子で体験し学習する場を提供
するとともに、田んぼに種類の
違う苗を使い絵を描くことによ
って、話題性・集客率を上げ、
地域活性化につなげていく。 

栄養士と連携した地産地消を心
がけたメニューの提供、地域移
動販売業者等との連携による買
い物配達サービス、生活情報の
発信等、子育てママが入り込み
やすいように携帯電話を活用し
た子育て支援サービスを実施 

田植え、稲刈りの指導、豊作パ
ーティーの企画・運営、田んぼ
の管理 

栄養士との連携による食育レシ
ピの考案、登録店舗及びママ会
員の募集、事業の周知、地域移
動販売業者や商店及び野菜生産
者等との連携等 

 


